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1. はじめに 
我々は2012年から, 産学連携でカタカナを利用した英語発音表記の研究を続けてきた（湯舟・井上, 

2014; 湯舟・井上・藤田, 2015）。これまでの研究開発と音声評価実験で明らかになったことは,「カタカ

ナは単語の発音よりも, チャンクや文を英語のリズムで発音し, その中で自然な音声変化を実現させた

り習得させるのにより効果がある」ということである。我々はこの成果を英語のカラオケ・テロップの

表記に応用する試みを2016年初頭から行ってきた。カラオケは歌に合わせてテロップ(字幕)の色が変わ

っていく(ワイプする)ことで, 歌の英語リズムを視覚的に認識できる利点がある。これは, パラレルリー

ディングによる音読練習を, カラオケというマルチメディアツールで支援していると見ることもできる。 
従来よりカラオケの英語に振られているルビは, 各単語の上に文字通りのカタカナ英語である。例え

ば, Let it go には「レット イット ゴー」と振られている。上手に歌うためにリズムが重要なカラオケで

は, 従来の振り方では音楽の尺に収まらず, また元歌の音声実現とも全く異なるものとなる。我々の開発

したシステムでは, 「レリゴー」のような実際の音声実現に近づけ, かつ音楽の時間的尺に収まって歌唱

できるようにカタカナのルビを工夫した（湯舟・井上・濱屋, 2017）。その際, 3つのトレードオフと考え

られる要素, 「視認性」「音再現性」「親和性」の折り合いを着けることが最大の難関であった。 
 

2. 「視認性」「音再現性」「親和性」 
カラオケでは，曲に合わせてテロップがワイプ（色変わり）する。速い歌いまわしの曲やラップでは，

表示時間内に歌のリズムに合わせて読める文字数でなければならない。さらに，強く長く歌われる音節

は一目でそのように視認される必要がある。これらの点に関して，我々は，歌手の発音をできるだけ再

現しつつ，カナ文字数を最小限に抑える工夫を行った。さらに，プロソディー面において，強く歌われ

る音節の文字を一回り大きくし，長く強調される音節は長音記号「－」を利用し視認性を高めた（図 2） 

 
図１ 従来のカタカナ・ルビ         図２ Nipponglish カナ・システム   

 
カタカナは [r / l]，[b / v] など単語内の精密な発音表記には向いていないが，音声変化後のチャンク発

音を表記するのに向いている。従来のカタカナ・ルビでは音節が増えてしまうが，音声変化をカナで表

現することで英語本来の音節数とリズムを体感できる。Nipponglishは，米発音を基本としながらも，World 
EnglishesにおけるLingua Franca Coreを意識し，英米母語話者に特徴的な子音の区別よりも，歌唱に重要



 

なリズムやストレス等のプロソディーを優先した「引き算の音声学」を実現している。 
また, 過去のカタカナ英語表記の試みの多くで，日本語にない音素の表記に，平仮名，英字，記号な

どが利用されてきたが，Nipponglish システムは「カタカナしか使用していない」。さらに，このシステ

ムでは，現代日本人が普段から英語らしく発音可能なカタカナ文字列を優先している。我々は見慣れな

いカナの並びは一瞬停滞しながら「読む」が，見覚えのあるカナの並びは「見る」だけで認識できる。 
 
3. 教育ツールとしての可能性 

Nipponglish システムは，2017 年 10 月 5 日より，㈱第一興商のLIVEDAM STADIUM シリーズで配信

されている洋楽カラオケのうち，歌唱頻度の高い最上位曲を中心に現在 300 曲以上に採用されており，

今後も順次増える予定である。我々は，それらの曲すべてに★１～★５まで英語発音の難易度レベルを

設定した。これにより，自分の発音レベルを客観的に評価でき，自分のレベルに合った練習曲を選ぶ手

掛かりにもなる。また, 東洋大学では, 大学の英語授業の一環でカラオケを利用するために, 上記 DAM
の最新機が設置されている。さらに, 2017 年 12 月には, 東洋大学川越キャンパスにて, 英語歌のカラオ

ケ大会が開催され, 13名が決勝大会に進出し, 上位3位の学生が表彰されるなど, 大学教育における先進

的なカラオケ利用の試みを行っている。 
 
4. 音読実験とカラオケ歌唱実験 
 2018 年 4月に, 埼玉の私立大学生 100 名と東京の一般企業社員 50 名を対象に, 以下の実験を行った： 
①  Nipponglish のカナのある英文とない英文を音読してもらい, 株式会社English Central の音声認識に

よる音読評価と 6 名のTESOLの資格を持つ英語ネイティブスピーカーのレイターと 1 名の日本人の

英語音声学の専門家による評価を比較する実験, およびこのカタカナ表記に関するアンケート 
② 英語課題曲を Nipponglish のカナで 5 回歌唱練習したグループと従来のカナで 5 回歌唱練習したグル

ープに分け, 練習事後の歌唱データに対し上記と同様のレイターによる評価, およびカラオケのカタ

カナ表記に関するアンケート 
 
 今回の発表では, ①の音声認識による音読評価とカタカナ表記に関するアンケートについて発表した

い。English Centralの自動音声認識は, PC やスマートフォンで録音された発話に対し, C, C+, B, B+, A, A+ 
の6段階でフィードバックを行うシステムで, 流暢性, 中断認識, 正確さの3つのパラメータで評価して

いる。上記の評価をC=1点, A+=6 点に換算した評価の結果, 事前の平均は 2.82, 事後の平均は 3.30 であ

り（df=149, t=-7.49, p<0.001）, Nipponglish のカナを音読の助けにすることで, 大幅に評価が上がった。な

お, C～A+ の 6 段階に分類の他，100点法による評価では, 8 割程度の参加者の得点が上昇している。 
また, 音読実験後の Nipponglish カナに対する 6 件法のアンケート（１が「全く当てはまらない」, ６

が「非常に当てはまる」）では, 上位クラス（TOEIC 500 レベル）, 中位クラス（TOEIC 300レベル）の

両方において, Nipponglish のカナは「読み見やすいですか？」,「ネイティブライクな発音ができます

か？」,「繰り返すことで発音が向上すると思いますか？」において 4.00 以上の評価であった。 
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